近代日本における「盲人福祉」の源流についての研究 : 好本督、中村京太郎、熊谷鉄太郎の系譜を中心に by 森田 昭二 & Shoji Morita
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　森田氏は将来、近代日本における盲人福祉の歴史を描くという構想がある。そのためにも氏は好本督、中
村京太郎、熊谷鉄太郎の３人の系譜を辿り、その源流を把握していく研究が必要であり、本論文はまさにそ
の研究であると位置付けている。論文では明治中期からの彼等の活動、業績、思想を描きながら、３人が構
想した事業や思想が後に引き継がれていくことを視野に入れて論述し、盲人福祉の源流として位置づけた。
先行研究を丹念に整理し、蒐集した史料によって実証的に論究し、その源流を描くことに成功をしている。
以下、具体的に述べておこう。
　第１として、序章においてこの研究に関する詳細なレヴューがあり、森田氏の論文が明確な問題意識と構
想のもとで執筆されている。それは従来、盲人の歴史が教育史の視点によって研究がなされてきたが、福祉
的視点を組み込んでその歴史を叙述していくことが必要であることを強調している。それは現在的な課題と
も結びつくという氏の強い問題意識に依拠する。かかる意味でこの研究が、源流として位置する先駆者の研
究をしたことによって、今後の研究方向を視野にいれた可能性とともに、新しい分野の開拓に資したものに
なると評価できる。
　第２として、森田氏の扱った主な人物は好本督、中村京太郎、そして熊谷鉄太郎の３人であるが、彼等３
人はこれまで断片的に扱われ、史料も少なく十分に研究がなされてこなかったという状況があった。しかし
彼等の人物像をもう一度、原点から捉えなおして、研究していったことは大いに評価できる。
　第３として、森田氏は上述した人物の業績や人となり、そして思想を考察していくに際し、全国の関係す
る所に史料を蒐集していった。とりわけ筑波大学付属特別支援学校や京都府立盲学校、日本ライトハウス等
が所蔵する重要な史料を利用している。また渉猟した史料の中には点字史料も多くあり、それを用いて実証
的に論じていった。而してこの論文で新しい発見が散見され、これに関する学問領域にも大きな貢献となっ
ている。
　第４として、好本督、中村京太郎、そして熊谷鉄太郎の系譜を辿りながら、歴史の中に位置づけたことは、
社会福祉の歴史のみならず、キリスト教史において大きな貢献となっていると評価できる。また熊谷につい
ての研究は個別関西学院史においても、大きな貢献となっている。
　以下、森田氏の今後の研究への期待を込めて、課題についても指摘しておきたい。
　第１に、この研究は盲人福祉史の源流に位置した、先駆的な人物像を辿ったものである。そして３人に焦
点を当てながら叙述しているが、一方、人物研究から言えば、少し精緻さが欠けているところがある。また、
彼等の周辺の人々に対して、あるいはこれを踏まえて如何にこの系譜が展開していくかが、今後問われなけ
ればならないだろう。そうすることによって、今後この研究が深化し、よりすぐれた研究になると思われる。
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　第２に、新しい盲人福祉が西洋、とりわけイギリスからの影響を中心に論じられているが、史料的な面に
おいて、あるいは研究の幅を持たせるためにも、イギリスについての詳しい研究も視野に入れていくと、さ
らにこの論文は精緻なものになっていくと思われる。そして、望蜀の感ではあるが、源流を考えていくとき、
イギリス以外の国、たとえばアメリカとの関係も今後視野に入れると、さらに研究の深化が遂げられると思
われる。今後の氏の努力に期待するところである。
　以上、この森田氏の論文は好本督、中村京太郎、熊谷鉄太郎の３人の主な業績と思想を考察し、近代日本
における「盲人福祉」の源流の一つであることを論証したものである。従来、この３人についてはこれまで
断片的に論じられてきたが、それを一系譜として取り扱ったところにこの論文のオリジナリティがある。ま
た近代の盲人についての歴史的な研究は主に教育史の観点から盲教育史として把握されてきたが、福祉的な
観点を視野に入れてそれを捉えていこうとする意欲的なものである。かかる点からして、この研究は従来の
盲人についての歴史研究の水準を高め、今後の近代盲人福祉史研究に資する優れた論文であり、博士（人間
福祉）の学位に相当する論文であると判断し、ここに報告するものである。
